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１ 映画と女優のイメージ 

『スターの変遷』 

スターという存在は映画が発明したわけでは無い。スターはどの分野にも、どの時代、社会にも存在した。

写真術と録音術の発明、映画という新しい形式に統合されて、一際、観客の感情への操作力の強いメデイ

ィアが確立したとき、「スター」の持つ意味は人々の前に存在するようになった。 

 

『映画時代のスター』 

直接体験を必要としない、「媒介されたイメージ」そのものである。 

個人の外見や声が美しいといった魅力ばかりではなく、作品のなかで演じた役割やそこで喚起した感情を

多重にまとって観客の前に存在するのである。 

これによって人々はスターに対し、固定したイメージを抱く。最大限の注目を浴びるためならば、わかり

やく明快な存在、スターの身にまとう幻想がダイレクトに観客に伝達されることが重要である。 

『スター』というのは、銀幕に存在する虚構の人物と不可分の幻想の集合体と言える。 

 

『女優のイメージ』 

多種多様にイメージは本人の真実のキャラクターとは無関係に設定される。 

反例として短い期間で多彩なイメージをわたり歩き、成功を収める者もいる。 

しかし、大半は女優各人のイメージは、製作者の思惑によって協力に固定される。 

 

『ナチ映画と女優の機能～導入～』 

女優とは、いつの時代であれ、「つくられる」ものであろう。 

特にこれが顕著であったのはナチ時代のドイツ娯楽映画である。 

この映画の中で圧倒的多数を占めていた「純粋娯楽映画」は当時、娯楽の王者として君臨し、国家統制の

もとにおかれ、何よりも女優のイメージを中心として構築した。 

ナチ時代のドイツほど、女優が少数の指導者層の好みに忠実に「つくられ」、完全に近い管理を受けていた

ことは映画史上ない。 

・・・それは通常は複数の立場から入れられる「干渉・横槍」がこの時代無かったためである。 

 

このように国家のトップから直接指導を受けて、生産されていた娯楽映画のスター女優のなかでも、もっ

とも作為的に「つくられた」存在が 

「ツァラ・レアンダー」であった。 

 



２ ツァラ・レアンダー                            

「ツァラ・レアンダー」                           

ナチ時代のドイツ映画界の誇った最大のスターであり、今世紀を代表する歌姫のひとりであるといっても

よい存在である。「ナチ時代の女優」として国際的に名が知れた女優であったともいえる。当時ヨーロッパ

ではドイツ娯楽映画が人気を席巻していたからである。（政治的・軍事情勢的にも）戦後、現在でも、彼女

は高い人気を維持し、ファンクラブが存在している。 

・・・何故人気であったか？ 

彼女は純粋なスウェーデン(中立国)人であり、「ナチ政権による汚染度が低い」キャラクターであったから

だ。 

 

「何故異国的なものとして排除されなかったか？」 

彼女をめぐる常蔭句のひとつに「アメリカにわたった（マーレーネ・ディートリヒの穴）を埋めるために

ドイツに招かれた」というものがある。 

[この言葉の真偽] ディートリヒがアメリカで成功を収めたの事実ではあるが、出世作の「嘆きの 

天使」が世界的成功を収めた際にはすでに、彼女はアメリカにいた。実際ドイツには彼女の穴は存在しな

かったのである。しかしヒトラーはディートリヒを女神のごとく崇拝していたため、彼女に破格の条件で

帰国を懇願したが拒絶されたという事実もある。 

→つまり、ツァラは「ディートリヒの代用品としてドイツに召還された」歌姫であると考えれる。 

 

ツァラはスウェーデンの無名の歌手 

こうやってツァラは長い無名時代をスウェーデンで経て、３０歳を目前にしてウィーンの舞台で注目を浴

び、外国での映画初出演を果たしたばかりで、ウーファの幹部の目に止まった「遅咲きの新人」であった。 

「誰にも知られていない」ことが、「大スター」ツァラ誕生に決定的な意味を持たせたのは事実である。 

 

『発見されるまでの軌跡』 

１９０７年１０月、スウェーデンのカールスタットで生まれた。母親は旧教徒で厳しく、父親は優しいと

いう環境で育った。父親が音楽が好きだったため、４歳から本格的なピアノのレッスンを受け始めた。 

しかし母親とうまくいかなかったため、家庭を次第に避け、映画館や芝居小屋に入り浸るようになった。 

この頃から将来の夢は女優か歌手と希望していた。 

修道院付属学校卒業後、短い会社勤めを経て、２６年にストックホルムの俳優学校の入試を受け、落第す

るが校長に直談判をしてもぐりこんだ。入学後１年で俳優の卵ニルス・レアンダーと結婚となり、ふたり



の子供の養育に専念したが、夫の酒癖・女癖によって離婚。自分の稼ぎが必要になったツァラは演芸場の

クプレ歌手として雇われた。一度聞くと忘れられない独特の低音での歌唱によってたちまち評判となった。 

北欧各地のレヴューやオペレッタに出演、３本のスウエーデン映画へ出演したがいずれもヒットはしなか

った。 

 

無名からトップ女優へ 

彼女がドイツで成功するきっかけとなったのがウィーンでのオペレッタ「天国の門のアクセル」での主演

である。「コントラアルト」と呼ばれる彼女の歌声はドイツ語圏の業界でとても評判となった。 

彼女の歌声を聞いたウィーンの人々も「とても女性のものとは思えない」といい、その歌声を聞くために

行列を作り、大評判となった。その後、ドイツ語での映画「プレミア」（1937）に出演し、ここでウーファ

幹部のアンテナにひっかかった。 

 

ウーファが探していたのは「実力はあるが有名ではない女優、歌える女優」であった。アメリカへ飛んだ

ディートリヒのような女優がドイツ国内に育たないことに苛立った関係者が、ドイツ語をある程度話せる

を条件に近隣諸国までスカウト網を広げていったのである。ドイツは当時緊急に、「スター」が必要として

いたのである。 

そして男女二児を抱え、再婚までしている苦労人「新人」には破格のギャラが呈示され、呆気なく契約は

締結した。（当時アメリカとイギリスのプロダクションも彼女に接触したが拒絶した） 

 

ナチ映画のトップ女優をつくる 

ドイツ映画界最高のメイクアップアーティストは、すぐに彼女の化粧法について数週間かけて研究した。 

衣装・髪型などにも細かくウーファ首脳から指示が出された。イメージは「ドイツのグレタ・ガルポ」で

あったとも言われる。 

そして最初の試行錯誤を経て、生まれた第一作目が「世界の涯てに」であった。 

 

「世界の涯てに」 

この作品がのちに彼女が出演するすべての作品の原型が示されているといってもよい。 

「異国が舞台とされ、歌うスターである主人公が愛ゆえに不条理なほどの犠牲を強いられ、最終的には第

三者によって救済される」というパターンである。 

この作品ではカメラマンは女優のクロースアップを得意とするフランツ・ヴァイマイル、音楽にはヒット

を連発していたラルフ・ベナツキー、監督には新しい才能が認められはじめていたデトレフ・ジルークが

あたり、非常にフレッシュなチームで作成された。ツァラは全編通し、苦悩のポーズをとり、歌も披露し

た。のちに、「メロドラマの巨匠」となった監督のジルークは、彼女がどんなライトを当てようとも変わら

ない特殊なもので、「雌牛の顔」と呼んでいた。映画の場合それが長所となり、なんともいえない美しさを

生んだ。もちろんこの作品は予定通りに大ヒットをした。こうやって突如現れた外国人スターを受け入れ

たのであった。 



つくられたスターの変遷 

ツァラは第一作目の成功に続いて、「南の誘惑」(1937)に主演することになった。この作品も悪夢の根源で

あった男は死に、最終的には彼女を愛する男によって地獄から解放されるという構造も前作と全く同じ内

容である。 

この作品ではツァラは例の「雌牛の顔」、能面のような無表情ぶりで前方斜め上をぼんやり見ているばかり

であった。「遠方へ思いを馳せる」表情の魅力を増していたというのが定説ではあったが、これほど表情に

乏しい「スター女優」も映画史上で珍しい存在と言える。 

のちに、「故郷」（1938）ではナチ時代最映画界で最高のポストに君臨した監督をつとめ、ヴェネツィア映

画祭で最優秀監督賞を受け、国際的な高い注目を浴び、フランスでツァラの歌った主題歌がヒットするな

ど諸外国でも認知されるようになった。 

 

しかし次の作品「青狐」（1938）ではツァラ唯一の喜劇映画となったが、彼女のスターとしての「イメージ

を曖昧化させる」作品となり、「苦悩する歌姫」に期待する観客は期待に裏切られ興行成績も低調に終わっ

た。その後軌道修正を行うために、「さんざめく舞踏会の夜」（1939）、「砂漠の心」（1940）、「女王の心」（1940） 

と続いた。 

その後、フレーリヒの助手のロルフ・ハンゼンと組むことになる。彼とのコンビはツァラが戦況悪化でド

イツを去るまで続く。（のちにツァラはハンゼンこそ自分という女優を最高に理解してくれたと述べる） 

 

「自由への道」(1941)では、構成が荒唐無稽なフィルムであったものの、揺らぎかけていた「トップスタ

ー」の座を再び彼女に確保させた。 

当時の国民啓蒙宣伝は彼女を、「国家俳優」に推薦したが、ヒトラーが難色を示したため実現しなかった。 

 

続く「大いなる愛」（1941）こそは、ツァラ・レアンダーの、そしてナチ時代の映画におけるすべてのド

イツ映画の中で最高のヒット作である。この作品は「過去」でも「異国」でもなく「戦争状態の今のドイ

ツ」を舞台にした作品であった。「愛することの宿命」を別世界に棲息していた女神が「現代のドイツ」に

降り立った作品であり、戦争によって泥沼のような窒息感で喘いでいた大衆に共感を呼び支持を受けた。 

そして「あの頃は」（1943）のフィルムでは今までの集大成ともいえる定番的要素をこなし、能面を巧みに

使い分け、女優としての成長を見せたがこのフィルムを最後にツァラはスウェーデンに帰国した。 

以後「ツァラ・レアンダー」の名はドイツ映画界では口にするのを禁じられたような雰囲気になった。 

みだらな聖女という仕掛け 

やがて戦争が終わるとツァラは連合軍によって、1948年までドイツでの芸能活動を禁止された彼女は、「ナ

チと寝た女」として非難を浴びながらも緩慢に活動を再開した。 

・・ツァラはスウェーデンという中立国から、あらゆるドイツ人を代表して受難に耐える形象たるべく召

還された微妙な存在、つまり純粋なドイツ人の女優が演じると経歴に傷になってしまうような「みだらな

誘惑に屈する女」も後に「立ち直り幸福をつかむ女」も、異国人の彼女であったからこそ出来た。 

ツァラが「聖女」であったか「ナチと寝た売女」であったかは容易に考えることは出来ない。 


